
山都町教育委員会   

令和４年度教育事務点検評価会議での意見等 

          ※脚注 黒表記＝評価委員からのご意見、斜め表記＝教育委員会の対応  

※「事務事業点検・評価会議」での評価委員からのご意見・教育委員会の対応 

① 生涯学習努力目標について 

地域学校協働活動について、潤徳小と清和中が含まれていないのは何故か。 

→ 学校からの希望がありませんでした。令和４年度は全学校で活動されています。 

② 決算書について 

奨学金の貸付で、不用額が多いのは何故か。 

  → 貸付の申し込みが予算枠に達しなかったものです。大学のコロナ休学等により貸付が不用となったものもあります。 

小学校費及び中学校費の原材料費に予算残がみられるが、執行しやすくなるよう検討されるべきだと思うが如何か。 

  → 予算枠として残し、必要な時に使うことで調整いただきたいと思いますが、学校事務職員で構成される学校事務研究会に対
し、年度当初の予算執行等に係る説明の機会を通じ、原材料費の執行に係る学校間調整をお願いしたいと思います。 

基金中、学校林の状況について、分かるうちに調べておいた方が良いと思うが如何か。 

  → 条例に規定されている所在地を基本に令和元年度に関係者と共に実地確認を実施したところ、把握していない学校林も確認
しています。引続き、定期的な確認に努めます。 

全般的に繰越が多いようだが、業者の関係か。 

  → コロナ交付金事業が国の補正で実施され、補正予算での対応となったことから年度内の事業完了が見込めなかったもので
す。繰越予算として次年度において事業を実施します。 
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 ③ 就学援助事業について 

前年度と比較して申請者が減っているようだが、制度自体が徹底していないのではないか。 

  → 制度自体の変更はありません。制度については、毎年、学校等を通じて周知していますので、制度的な問題ではなく、申請
そのものが減ったのではないかと思われます。 

④ 支部体協対抗駅伝について 

   先般、支部体協対抗駅伝が開催されたようだが、前回よりも参加チームが激減したと聞いている。今後の取組み如何か。 

  → 新型コロナの影響もあるかと思いますが、地域の弱体化が見られます。関係者としては継続の意向が強い状況ですが、選手
層も薄くなっており、開催自体を含め検討していきたいと思います。ただし、郡や県の大会の選手選考にもつながるため課題
となるものです。運動公園の整備も数年のうちに完了するため、社会体育全般の活動等について、時代に合った形で検討して
いく必要があります。 

⑤ 学校の総合的な学習について 

財源が地方創生交付金からＳＤＧｓ推進交付金に変更になったようだが、取組みの食育での味噌づくりでは、完成を待たず

に卒業していく生徒も居ると聞いた。食育に限らずＳＤＧｓであれば何でも取組む方向になるのか。 

→ ＳＤＧｓを踏まえ、学校教育全般を見据えて形づくっていくので、食育に特化させる予定はありません。ＳＤＧｓの中の取
組みの一つとして食育を取り入れていますが、その他、地域学等の取組みを押さえながら、山都町全体としての学校教育課程
「山都学」を作り上げたいと考えています。 

⑥ スポーツクラブについて 

   小学校の部活動が廃止されたことに伴い、スポーツクラブに力を入れるという事だが、指導員は、全部のクラブに居るのか。
また、身分的にはどうなっているか。自治体によっては委嘱状を交付し、活動費を支給しているとも聞く。また、スポーツする
子どもが減っていくのではと危惧している。 

→ 統合型地域スポーツクラブ「山都ふれあいスポーツクラブ」を紹介していますが、指導員には、活動に応じて講師謝金を支給
しています。中学校では、矢部中学校において、剣道部とバレーボール部に外部の指導員を町の会計年度任用職員として配置し
ていますが、今後、中学校部活動の社会体育化への移行も検討していく必要があります。 



山都町教育委員会   

 

⑦ 義務教育学校について 

   来年度から清和の小中学校で話し合いが始まるのか。また、清和地区の開校後、次の協議が始まるのか。 

→ 協議は開始しています。清和地区に令和９年度開校予定で準備を進めています。現段階では仮定のお話しかできませんが、
清和地区義務教育学校開校の前段階で次の学校の協議に入るのではないかと想像します。 

   義務教育学校以外の学校の選択肢は無かったのか。 

→ 基本方針で決定したものです。社会情勢等により変わる可能性もありますが、現段階では矢部、清和、蘇陽の３地区に義務
教育学校を設置することで計画を進めています。 
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